
§ 9 : テンソル 場 の 例

ベクトル 場

リーマン 計量
概複素 構造
微分形式

設定 '

. M = (MA ) i m - mfd .



§ q.li ベクトル 場

Than 9.1.1 : H (M ) E Ten
" '
M as ピ (MI - mode

Hit : 各 P EM について

で ME IM ( 再帰 性 を 用い て いる こと に 注意 )



§ 9 .
2 : リーマン 計量

Def 9.2.1 : g c をで2 )

Mi
= 3 AM ) ×私 ) → ピ (M ) I Di CM him }

が M 上 の リーマン 計量

節 ① し対称性 ) g ( Xi . K ) =

g ( h .
X . )

VK.EE 杣 )
かつ

② ( 正値 性 ) も
XE も (M )

、

g (XX) は M 上 の 非負値 関数
であり . g (XX) りつに 0 日 Xp = O (PM )

、



Thom 9.2.2 :

g E Ten"M が リーマン 計量

E) も
p EM.ge TIM ④だM が

TM 上 の 正定値 内積



EX 9.2.3 : Mi 1が と する . ( a = ikm : 1が→ が )
このとそ

M

は 1が 上 の リーマン 記景g
= 乙 di ・ da i
に し

こ の g は 1が 上 の 標準 計量 と 呼ばれる
。

各 p E 1が について 座様基底 (品 )
p
) i.im は

gp の 定める TPM 上 の 内積 について 正規直交基底 を なす
。



Thin 9.2.4 N in - mfd
、
M : m - mfd と 1

1 : N → M を はめ こみ ( ピ が

dp :砅 → FM が単射 )
と する

。

また g を M 上 の リーマン 計量 と する
。

この とき N 上 の リーマン 計量 巧 で あっ て

以下 を 満たす もの が の住 一 つ 存在する
.

も
p EN 、

も
ひ、 、 U EIN 、

CJK (ひいる ) = g 、§ d )が、 断っい)
.



Ex 9.2.5

S" : ニ { a e が し た※ = 1 と は

1が の 正則 部分 多様体 .

z i S" → RM を 包含 写像 と する
.

g を 11で 上 の 標準 計量 と する と

竹 として が 上 の リーマン 記量 が 誘導 さ れる
.



Tp c たが こ しか と みなせ ば

(f)p ( ひいび ) = (ひいび )p
方

」
で

init の



§ 9 .

3 : 概複素 構造

Def 9.3.1 ! Je Ten" M が 概複素構造
( almost Complex structure )

ttp EM .

Jp E TM・ IME End (TM ) について

Section 4

Jp 。 Jp = - MM
いい

合成

( M 上 の 各点 の 接空間 に
"

90 回転
"

を 定める もの
. )



Bop 9.3.2 :

M 上 の 概複素構造 が 存在 する なら m は 偶数
11

dimM

Hit : 奇数規 正方行列 は 必ず 実国有 直 を 持っ
、



Ex 9.3.3 : M = R
2

と する
. ( a = i災 は→ 1が )

J = (弘 ) ④ du - (訕 )☒ da

は M 上 の 概複素構造

本当は
"

複素構造
"

が 重要 だ が

いろいろ 準備 が 必要 な ので ここ で は 紹介 し ない 、

多 変数複素解析 に 興味 の ある 人 は 調べて み て 欲しい

(質問 かんげい です )



§ 9 .4 : 微分形式
設定 k にに。

.

Def 9.4.1 : WE Ten
"

MEMHonor ! ( HM ) i.AM ) 、
ピ(MI ) )

が k 次微令 形式 ( k - form )

や w は 交代 的 i

defie.ltX 、 、
い、Xk E AM )

、

も
0 E の、

k 次 対称郡

w ( X。 、 、 、 、
一、 がい ) = (gno ) w (Ki 、 XV

in (M )

べ (M ) っ = } WE Ten
"M 1 k - form } と おく

.



Pro
p 9.4.2

: べ ( M ) は Ten"
'
M の

部分 MI - mod .

K - form は この 講義 の 主役
。

次日 以降 深 ぼり する
.


